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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 8,218 2.6 70 △56.6 141 70.4 67 △50.1

29年3月期第2四半期 8,010 △1.4 162 △46.0 82 △75.5 135 △57.4

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　168百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△103百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 58.58 ―

29年3月期第2四半期 117.26 ―

※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が
行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 17,138 11,740 67.7

29年3月期 16,579 11,616 69.2

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 11,607百万円 29年3月期 11,480百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

30年3月期 ― 3.00

30年3月期（予想） ― 30.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期末
配当金につきましては、当該株式併合後の金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期（予
想）１株当たり期末配当金は３円00銭となり、１株当たり年間配当金は６円00銭となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他
特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,300 △2.2 271 6.2 291 6.2 185 △27.4 160.15

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）平成30年３月期の通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細につきましては、「業績
予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 1,165,950 株 29年3月期 1,165,950 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 11,055 株 29年3月期 10,575 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 1,155,153 株 29年3月期2Q 1,155,710 株

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（株式併合後の配当及び業績予想について）

　当社は平成29年６月28日開催の第174回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株に
つき１株の割合で株式併合を実施しております。併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）をしております。なお、株式併合考慮前に換
算した平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下の通りです。

１．平成30年３月期の配当予想

　　１株当たりの配当金　　 第２四半期末　３円00銭（注１）　　期末　　３円00銭（注２）

２．平成30年３月期の連結業績予想

　　１株当たりの当期純利益　　通期　　16円01銭

（注１）第２四半期の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。

（注２）株式併合考慮前に換算した配当額です。

（注３）平成30年３月期の年間配当金（株式併合考慮前）は６円00銭となります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の政策動向や北朝鮮問題等の不安定要素がありましたが

景気の緩やかな拡大が持続しました。米国においては現政権の政策情勢に懸念があるものの、設備投資の拡大等

景気に底堅さが見られ、欧州経済は、英国のEU離脱による迷走の懸念がある中で、雇用環境の改善による内需拡

大と個人消費が堅調に推移したことから成長が維持されました。

　 日本経済におきましては、企業収益の改善など公共投資の拡大と景気回復が着実に進みました。

　 こうした状況のもと、当社グループは、ねじ類事業では、安定収益の実現に向けた造り方改革や生産体制の再

構築と海外事業の本格展開、新たなニーズに対応する新商品拡販、精密鍛造品事業では、グローバル市場で勝ち

抜くコスト競争力の向上、海外生産と販売体制の強化などの重点施策を進めてまいりました。

　 その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、8,218百万円（前年同四半期比2.6％

　 増）となりました。

　 製品区分別の状況につきましては、ねじ類の売上高は、3,874百万円（前年同四半期比5.1％増）となりました。

　精密鍛造品では、海外での売上が国内の売上減をカバーし売上高は、4,279百万円（前年同四半期比2.1％増）と

　 なりました。航空機部品では、売上高は64百万円（前年同四半期比50.8％減）となりました。

　 利益面につきましては、全社におきまして合理化改善活動を進めてまいりましたが、国内におけるシンクロナ

　イザーリングの売上減の影響等により営業利益は、70百万円（前年同四半期比56.6％減）、経常利益は為替差損

　が減少したことにより141百万円（前年同四半期比70.4％増）となりました。親会社株式に帰属する四半期純利

　益は、67百万円（前年同四半期比50.1％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金、および取引量増加による売掛金の増加、ならびに

　 株価上昇による投資有価証券の増加の影響で17,138百万円となり、前連結会計年度末に比べて558百万円増加い

　たしました。

　 負債については、取引量増加による買掛金の増加および有形固定資産取得による未払金の増加の影響で、前連

　結会計年度末に比べて434百万円増加して5,397百万円となりました。

　 純資産については、その他有価証券評価差額金の増加の影響で、前連結会計年度末に比べて124百万円増加し

　て11,740百万円となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました業績予想に変更はありま

　 せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,374,850 3,554,661

受取手形及び売掛金 2,787,958 2,852,354

商品及び製品 912,066 925,382

仕掛品 654,568 696,100

原材料及び貯蔵品 1,029,075 1,185,342

繰延税金資産 17,168 10,040

その他 294,346 334,274

流動資産合計 9,070,035 9,558,156

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,806,585 1,771,000

機械装置及び運搬具（純額） 2,251,217 2,253,199

土地 889,358 889,958

リース資産（純額） 388,656 358,256

建設仮勘定 125,808 137,605

その他（純額） 103,390 100,528

有形固定資産合計 5,565,016 5,510,548

無形固定資産 26,516 23,430

投資その他の資産

投資有価証券 1,209,906 1,347,642

退職給付に係る資産 322,514 328,953

繰延税金資産 14,976 8,471

その他 376,485 367,134

貸倒引当金 △5,750 △5,750

投資その他の資産合計 1,918,133 2,046,452

固定資産合計 7,509,666 7,580,431

資産合計 16,579,701 17,138,587
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,499,171 2,696,800

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

リース債務 75,105 76,242

未払法人税等 240,735 258,051

賞与引当金 199,913 199,314

役員賞与引当金 15,695 5,000

製品保証引当金 11,700 10,700

未払消費税等 36,898 41,341

未払金 43,526 189,016

未払費用 475,462 579,285

設備関係支払手形 137,175 87,343

その他 258,775 316,027

流動負債合計 4,054,158 4,519,122

固定負債

長期借入金 180,000 150,000

リース債務 334,573 286,464

繰延税金負債 221,160 267,953

役員退職慰労引当金 28,784 27,452

退職給付に係る負債 23,067 24,834

資産除去債務 113,912 114,432

その他 7,370 7,370

固定負債合計 908,868 878,507

負債合計 4,963,027 5,397,629

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,978 1,093,978

資本剰余金 757,373 757,373

利益剰余金 9,430,087 9,458,417

自己株式 △32,902 △34,360

株主資本合計 11,248,537 11,275,409

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 410,960 507,121

為替換算調整勘定 △260,490 △258,646

退職給付に係る調整累計額 81,799 83,414

その他の包括利益累計額合計 232,269 331,890

非支配株主持分 135,867 133,658

純資産合計 11,616,674 11,740,957

負債純資産合計 16,579,701 17,138,587

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 17時29分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



尾張精機株式会社(7249) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 8,010,296 8,218,495

売上原価 7,191,112 7,396,191

売上総利益 819,183 822,303

販売費及び一般管理費

販売費 342,748 390,708

一般管理費 314,347 361,224

販売費及び一般管理費合計 657,095 751,933

営業利益 162,087 70,370

営業外収益

受取利息 3,552 2,276

受取配当金 37,866 59,595

その他 26,465 13,473

営業外収益合計 67,884 75,345

営業外費用

支払利息 2,223 3,025

為替差損 143,632 843

その他 1,308 745

営業外費用合計 147,164 4,613

経常利益 82,807 141,102

特別利益

固定資産売却益 123 1,532

補助金収入 104,189 ―

特別利益合計 104,312 1,532

特別損失

固定資産売却損 1,054 3

固定資産除却損 3,551 739

減損損失 6,765 ―

特別損失合計 11,371 743

税金等調整前四半期純利益 175,748 141,890

法人税、住民税及び事業税 45,186 54,382

法人税等調整額 △14,526 19,039

法人税等合計 30,660 73,422

四半期純利益 145,088 68,468

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,567 796

親会社株主に帰属する四半期純利益 135,520 67,672
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 145,088 68,468

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24,907 96,161

為替換算調整勘定 △243,691 2,302

退職給付に係る調整額 19,513 1,615

その他の包括利益合計 △249,085 100,079

四半期包括利益 △103,996 168,548

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △96,014 167,293

非支配株主に係る四半期包括利益 △7,982 1,254
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 税金費用の計算について、連結子会社は当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を

　 合理的に見積り、税引前四半期前純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ

インド
ネシア

計

売上高

外部顧客への
売上高

5,685,074 506,021 666,566 1,152,634 ― 8,010,296 8,010,296 ― 8,010,296

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

339,931 ― 203,328 33,205 ― 576,465 576,465 △576,465 ―

計 6,025,006 506,021 869,894 1,185,839 ― 8,586,761 8,586,761 △576,465 8,010,296

セグメント利益
又は損失(△)

△132,203 44,693 127,372 53,654 △3,116 90,399 90,399 △7,591 82,807

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、新たにインドネシアに子会社を設立したことに伴い、第１四半期連結会計期間から、「インド

ネシア」を報告セグメントに追加しています。
　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）

　 当第２四半期連結累計期間に、日本において6,765千円の減損損失を計上しました。

　 （のれんの金額の重要な変動）

　 該当事項はありません。
　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ

インド
ネシア

計

売上高

外部顧客への
売上高

5,617,874 528,237 799,538 1,182,266 90,578 8,218,495 8,218,495 ― 8,218,495

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

281,644 ― 270,684 145,763 ― 698,092 698,092 △698,092 ―

計 5,899,518 528,237 1,070,222 1,328,030 90,578 8,916,587 8,916,587 △698,092 8,218,495

セグメント利益
又は損失(△)

△36,715 48,497 129,259 66,954 △13,068 194,928 194,928 △53,825 141,102

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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